
 

 

 

 

 

〔学校評価～令和 5 年１２月実施～〕
学校評価の結果がまとまりましたので、お知らせします。得点化は、A：４点、B：３点、C：２点、 

D:１点とした項目ごとの平均です４点満点です。 

 

 

 

 

 

 

【保護者記述より〕 

【学習発表会】 

・上演している学年の親が座る座席が足りなくなる学年がありました。両親のみが前方に座れ

るようにするか、優先席を増やした方がいいと思います。

・どの学年も歌が多かったので、劇だけなどの学年もあっていいと思います。

・コロナ前のような学芸会が良いと思います。劇、音楽、ダンスなど、１つずつに分けてほし

いです。

【給食】 

・給食時間を 5 分でも良いので長くしてください。食育の意味がないように感じます。下校時

間が 5 分遅くなろうと、大切なことだと思います。

＜記述を受けて（改善案等）＞ 
①学習発表会について

・お子さんの上演を近くで見ていただくために「上演学年優先席」を設けています。当日は、スムーズに譲り合って利用していた

だきましたが、優先席に座れない方がいらっしゃったのだと思います。優先席が増えると保護者席が後ろになってしまうことも

あります。次年度に向けて、どのような在り方がよいのか検討します。

・社会の変化や多様化が進む中で、学校教育に求められる内容が変わってきています。また、授業と行事の時間や育む力のバラン

スをとりながら教育活動を進めることが求められています。そこで、本校では、昨年度より、日常の学習成果を発表する学習発

表会として実施しております。歌が多く感じられた方もいらっしゃったことを踏まえ、発表内容が偏らないようにしたり、事前

に取組の意図（同じ歌でも、学年によってねらいが異なる。）をお知らせするなど、どのような工夫ができるか検討します。

②給食について

・給食の時間は、準備や片づけを分担したり、食事のマナー等を学んだり、食べることを楽しむ大切な時間です。また、学校生活

を送る時間設定は、スクールバスや給食車の時間等も踏まえる必要があります。時間が不足して食べきれなかったことがあった

のではないかと思います。時間内で食べきることができるように、準備等をスムーズにできるよう努めて参ります。

保護者のみなさまには、児童数でお答えいただき、約７４％の方に回答していただ

きました。また、約４２％の方がオンラインで回答してくださいました。 

＜アンケート結果を受けて（改善案等）＞ 

1 確かな学力の育成 
①学力の向上について

〇子どもにとって、ICT の活用が日常的になってきました。より効

果的な活用ができるよう教職員も学んでいきます。 

〇学力の定着は、学級と児童個々の定着度を踏まえ、児童自らが取

り組み方を決めたり、繰り返し取り組むなど工夫して学習します。 

②考えを伝えることについて

〇考えを伝え、友だちの考えを受け取りながら考える学習は重要で

す。今後もペアや友だちと考えを交流する学習を継続します。 

③学習の取組方や家庭学習について

〇宿題や自学の取組に高まりが見られます。子ども自身が自ら課題

解決する力がつくよう、子どもと相談しながら、キーワードや学 

習用語を用いてまとめるなど取組のレベルアップを図ります。 

2 豊かな心の育成 
④読書について

〇3 年間で初めて保護者評価が上がりました。学年が上がるに伴い、 

読書時間が減少し、全く読まない子どもが増える傾向がありま 

す。図書だよりの発行等を通して、学校と家庭の両方で読書の大 

切さや意義を考える機会を設けていきます。 

⑤思いやりのある行動・いじめの未然防止

〇自分から挨拶することは成果が見られます。相手の発言や気持ち

を考えた行動はレベルアップが必要です。「相手意識」をもち、今 

の言動は適切だったか等を振り返る工夫をします。また、縦割り 

班の取組は、次年度も大切な取組として位置づけます。 

3 健やかな体の育成 
⑥体力向上

〇体を動かす習慣はついてきています。グラウンド開放時期を早め

るなど、様々な遊びや動きに取り組めるよう努めます。 

4 全体を通して 
  自ら進んで取り組んだり、友だちと協力する姿が多くみられます。

学校の取組等をご家庭に伝える工夫が必要と考えます。次年度も、

学校と家庭が、子どもの成長を支えるパートナーとして、情報共有

を大切にしながら教育活動を進めます。 




